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○の中に正しい文字を入れ、下記のとおりハガ
キでご応募いただくか、クイズの答えなど１～５ま
でを記載してメール（info@oita-nhs.ac.jp）でご
応募ください。正解者の中から抽選で３名様に
図書カード（2，000円分）をプレゼントします。
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○○○○制を始めました問 題

当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

大
学
院
修
士
課
程
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
の
前
進

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

退
任
・
新
任
教
職
員
の
紹
介

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
究
紹
介

【締め切り】 8月末 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ

　これから暑い夏を迎えます。暑いからといって冷たいものの
食べすぎ・飲みすぎは夏バテの原因となるのでご注意！
　では、なぜ冷たいものが夏バテを引き起こすのでしょうか？

冷たいものの飲みすぎは胃を弱らせる！
冷たいもので胃の温度が下がり、胃が食べたものを細かく分解
して栄養に変える「消化」を助ける胃液が水分で薄まります。また
糖分は消化するための胃の動き「ぜん動」を弱めてしまいます。
消化する機能が弱くなると…
•食欲がなくなる　　•お腹が張って気分不良となる
•下痢しやすくなる
※この状態が続くと…
•強い疲労感でめまいなどを起こす
•ウイルスなどへの抵抗力が弱まり、風邪などを引きやすくなる

上手く組み合わせて夏を乗り切ろう！
•水分
水分補給は大切ですが、冷たいものを一気にとることはなる
べくやめて、少しずつ飲みましょう。

•冷房
我慢して暑い部屋にいると熱中症になります。冷房の設定
温度と外の温度差は５℃以内にしましょう。

•日差しをさえぎる
窓からの日差しはカーテンなどを利用し、暑さを軽減させましょ
う。窓の外に設置する「緑のカーテン」や「すだれ」はさらに効
果的です。

•涼しい服装をする
汗を吸って乾きやすい綿や麻などの素材を選び、風通しの
良い服装を工夫しましょう。
•頭だけ冷やす
冷たいおしぼりなどで顔や首筋を冷やすと涼しさも得られ効
果的です。

7月

8月
9 月

10 月

11 月

12 月

11日㈪～15日㈮
17日㈰
21日㈭
21日㈭～8月5日㈮

27日㈯

2日㈮～11月25日㈮

5日㈪
30日㈮

3日㈪
29日㈯

19日㈯

7日㈬～8日㈭
9日㈮～22日㈭

24日㈯

初期体験実習（１年次生）
オープンキャンパス
夏期休業開始
小児看護（保育所）実習
（３年次生）

大学院入学試験

成人急性期、成人・老年慢性
期、小児、母性、精神看護学実
習（３年次生）
夏期休業終了
前期授業終了

後期授業開始
看護国際フォーラム

特別選抜試験（推薦・社会人）

卒業研究発表会
看護アセスメント学実習
（２年次生）
冬期休業開始

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

大学公式フェイスブックにアクセス！
　本学からの情報発信と利用者間の交流を目的と
した本学の公式フェイスブックにアクセスしてくだ
さい。
　日々のちょっとしたエピソードも掲載中！

　http://www.facebook.com/OitaNHS/

　ご寄附は、学生の修学など大学の運営のため、
大切に活用させていただきます。

日野 勝俊 様

ご寄附ありがとうございました
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◆
既
修
了
者
に「
特
定
行
為
研
修（
21

区
分
38
行
為
）」の
修
了
証
の
授
与

平
成
26
年
に
成
立
し
た「
地
域
に
お
け
る

医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す

る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
27
年
10
月
か
ら

「
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
」が
制
度

化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、
本
学
の
Ｎ
Ｐ

コ
ー
ス
修
了
生
の
活
動
成
果
が
社
会
的
な
認

知
を
受
け
た
こ
と
も
貢
献
し
て
お
り
、
本
学

Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
は
、
厚
労
省
が
指
定
す
る
21
区

分
38
特
定
行
為
全
て
の
研
修
を
行
う
指
定
研

修
機
関
と
し
て
平
成
27
年
10
月
に
認
可
さ
れ

た
こ
と
も
こ
れ
ま
で
に
ご
報
告
し
て
き
ま
し

た
。こ

の
制
度
が
開
始
さ
れ
る
以
前
、
平
成
20

年
に
本
学
で
は
大
学
院
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
を
開
講

し
、
２
年
間
の
大
学
院
教
育
の
中
で
特
定
行

為
研
修
内
容
を
学
習
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
31
名
の
診
療

看
護
師
を
社
会
に
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。
本

年
３
月
10
日
、
特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会

が
開
催
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、
本
学
Ｎ
Ｐ

コ
ー
ス
修
了
生
全
員
が「
特
定
行
為
研
修（
21

区
分
38
行
為
）」
が
免
除
と
な
り
、
修
了
生
31

名
に
特
定
行
為
研
修
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
本
学
の
教
育
内
容
は
特
定
行
為
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
臨
床
推
論
や
研
究
的
な
能
力

も
養
う
も
の
で
す
。
修
了
生
に
は
そ
の
能
力

を
活
か
し
て
、「
患
者
の
全
身
を
診
る
」、「
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
考
え
る
」、「
チ
ー
ム
で
活
動

す
る
」
診
療
看
護
師
と
し
て
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
大
分
県「
地
域
枠
」を
創
設

診
療
看
護
師
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
県
内
外

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
長
崎
県
で
は
本
学
の

修
了
生
２
名
が
離
島
で
の
勤
務
を
始
め
、
そ

の
活
躍
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
と
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
分
県
で
も
地
域
包

括
ケ
ア
に
向
け
て
診
療
看
護
師
の
確
保
は
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

養
成
数
で
は
近
い
将
来
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め
国
や
県
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
平
成
28

年
度
入
学
生
か
ら
定
員
を
５
名
か
ら
10
名
に

増
員
し
、
地
域
枠（
大
学
院
修
了
後
は
大
分

県
の
医
療
に
貢
献
す
る
者
）
を
設
定
し
て
看

護
の
人
材
確
保
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
ま
た
、
質
の
担
保
の
た
め
実
習
室
の
整

備
と
教
材
の
充
実
も
図
っ
て
き
ま
し
た
。
今

春
入
学
し
た
10
名
の
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
の
学
生
も

仕
事
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
夜
間
の
授
業

に
い
そ
し
ん
で
い
ま
す
。
大
分
県
の
医
療
、

福
祉
機
関
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
大
分

県
に
貢
献
で
き
る
診
療
看
護
師
の
育
成
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
実
習
協
力
施
設
を
拡
大
し
て
実
習

が
開
始

Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
の
実
習
に
は
大
分
県
立
病
院

や
ア
ル
メ
イ
ダ
病
院
を
は
じ
め
、
大
分
県
下

20
施
設
余
り
が
実
習
施
設
と
し
て
診
療
看
護

師
の
育
成
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
附
属
病
院
を
も
た
な
い
本
学

の
特
徴
で
あ
り
、
多
く
の
医
療
・
福
祉
施
設

に
よ
り
教
育
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

は
学
生
増
に
伴
い
実
習
施
設
数
も
拡
大
し
ま

し
た
。
指
導
医
や
看
護
指
導
者
な
ど
に
直
接

指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
患
者
さ
ん
を
中
心

と
し
た
チ
ー
ム
医
療
を
学
ん
で
い
ま
す
。

大
学
院
修
士
課
程
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
の
前
進

平成27年度修了生に手渡された学位記と修了証

平成28年度NPコース入学生と講師
（写真２列目中央：本学NPコース３期生田村委子さん）

実習施設「大分岡病院」にて医師や看護指導者から指
導を受けるNP実習生
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日
本
文
理
大
学
と
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成
28
年
２
月

11
日（
木
）、
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
大
分
で

大
分
県
立
看
護
科

学
大
学
と
日
本
文

理
大
学
が
共
催
で

「
地
域
を
ま
も
り
、

地
域
を
つ
く
る
、

大
学
の
取
り
組
み
」

を
テ
ー
マ
と
し
て

「
成
果
発
表
会
＆
合

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
、

自
治
会
を
含
め
た

関
係
者
、
高
校
生

な
ど
幅
広
い
年
齢

層
の
方
々
に
約

３
０
０
名
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
半
は
、
両
大

学
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
成
果
発
表

を
行
い
、
荻
本
明

日
香
さ
ん
、
宮
本

季
歩
さ
ん
が「
高
齢

者
の
健
康
の
維
持
・

増
進
に
向
け
た
予

防
的
看
護
の
関
わ
り
に
つ
い
て
」、
岩
本
美

穂
さ
ん
、
倉
光
眞
由
さ
ん
が「
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
若
々
し
く

過
ご
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

後
半
は
、「
大
分
の
未
来
を
ま
も
り
、
つ

く
る
人
材
育
成
の
可
能
性
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
企
業
、
行
政
、
医
療
機
関
、
大
学
の
各

立
場
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
も
と
で
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
地
域
や
大
学
、
医
療
の
在
り
方
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
た
貴
重
な
会
と
な
り
、
活
気
の

あ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
ま

し
た
。

「
大
分
県
の
助
産
師
養
成
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
開
催

平
成
28
年
５
月
21
日（
土
）
13
時
か
ら
、
本

学
の
23
講
義
室
に
お
い
て
、
表
題
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
５
名
を
含
む
54
名
の
参
加
が
あ
り
、
総
合

討
論
で
は
活
発
な
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
、「
修
了
生
の
話
を
聞

き
、
自
分
が
目
指
し
た
い
助
産
師
像
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と

が
出
来
た
」、

「
今
の
助
産
師

に
求
め
ら
れ
て

い
る
も
の
や
、

本
学
、
他
大
学

や
養
成
所
で
の

学
び
の
違
い
な

ど
が
明
確
に

な
っ
た
」
な
ど

感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

５
月
15
日（
日
）、
本
学
、
四
つ
葉
会（
本

学
同
窓
会
）、
草
の
実
会（
大
分
県
立
厚
生

学
院
の
同
窓
会
）
の
３
者
共
催
で
、
第
４
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
を
本
学
食
堂
で
開
催

し
ま
し
た
。
59
名（
四
つ
葉
会
24
名
、
草
の

実
会
17
名
、
旧
教
職
員
１
名
、
現
教
職
員
17

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
村
嶋
幸
代
学
長
、

後
藤
成
人
四
つ
葉
会
会
長
、
阿
南
和
代
草
の

実
会
会
長
の
挨
拶
の
後
に
、
高
知
県
立
大
学

看
護
学
部（
基
礎
看
護
学
）
助
教
の
山
口
智
治

さ
ん（
本
学
７
期
生
）
と
大
分
県
立
病
院
副
院

長
兼
看
護
部
長
の
玉
井
保
子
さ
ん（
厚
生
学

院
看
護
科
27
回
生
、
保
健
助
産
学
科
30
回

生
）
よ
り
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
本
学
に
関
わ
り
の
あ

る
多
く
の
方
々

や
、
同
窓
生
の

懐
か
し
い
顔
ぶ

れ
な
ど
が
集
ま

り
、
大
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し

ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
イ
は
毎

年
開
催
す
る
予

定
で
す
。
た
く

さ
ん
の
同
窓
生

の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま

す
。

大
分
県
内
施
設
に
就
業
す
る
卒
業
生
と

在
学
生
と
の
交
流
会

５
月
15
日（
日
）、
若
葉
祭
の
２
日
目
に

「
大
分
県
内
施
設
に
就
業
す
る
卒
業
生
と
在

学
生
と
の
交
流
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

本
交
流
会
は
食
堂
で
行
い
、
９
施
設
22
名

の
卒
業
生
・
修
了
生
、
在
学
生
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
和
や
か
な
雰
囲
気
で
卒
業
生
・

修
了
生
の
話
を
聞
く
在
学
生
の
姿
が
印
象
的

で
し
た
。

参
加
し
た
在
学
生
は
、「
先
輩
の
施
設
を

決
め
た
際
の
話
が
聞
け
て
、
ど
う
い
う
施
設

に
就
職
す
る
と
い
い
の
か
イ
メ
ー
ジ
が
で
き

ま
し
た
」
と
い

う
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

次
年
度
以
降

も
在
学
生
の
就

職
活
動
を
支
援

す
る
た
め
に
卒

業
生
・
修
了
生

と
の
交
流
会
を

企
画
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

熊
本
地
震
、
そ
の
時
本
学
は

熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
16
日（
土
）
の
地
震
発
生
直
後
、
本
学

で
は
、
直
ち
に
学
生
の
安
否
確
認
を
行
う
と

と
も
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
点
検
し
ま
し

た
。
負
傷
し
た
学
生
や
施
設
の
損
傷
は
な

く
、
大
分
市
内
の
交
通
機
関
も
平
常
ど
お
り

の
運
行
が
見
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
18

日（
月
）
か
ら
通
常
ど
お
り
講
義
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
余
震
が
続
き
ま
し
た
が
、

校
外
で
の
実
習
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
確
保

を
第
一
に
配
慮
し
な
が
ら
、
地
震
災
害
を
補

償
す
る
損
害
保
険
へ
の
加
入
を
学
生
に
促
す

等
、
担
当
教
員
を
中
心
に
で
き
る
か
ぎ
り
の

対
応
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
学
生
が
安
心
し
て
勉
学
に
励
み
、

学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
教
職
員
一
同
全

力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
地
震
で
、
大
き
な
被
害
に

遭
わ
れ
た
湯
布
院
病
院（
実
習
施
設
）
に
見
舞

金
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。



　大分県 総務部理事（平成28年3月末まで本学理事 兼
事務局長）堤 健一 様からメッセージをいただきました。

　在任中は、村嶋学長はじめ教職員の皆様に大変お世
話になりました。特定行為研修制度の創設など、看護界
を取り巻く環境が大きく変動し、看護師の役割が拡大す
るとともに、その重要性が増している中で、ＮＰ学会の設
立と第１回学術集会の本学での開催、ＣＯＣ事業の推
進、養教一種養成課程の開始など、看護教育の最先端

を走る本学の最も大切な時期に、熱意に溢れた皆さんと一緒に仕事が出来
たことは、とても有意義で充実したものでした。また、スキルアップ演習で
の模擬患者役なども楽しい思い出です。本学で過ごした幸せな時間は私の
宝物になっています。本当にありがとうございました。今後も大学がさらに
充実・発展していくことをお祈りしています。

T O P I C S ［トピックス］新任教職員のご紹介
成人・老年看護学研究室
准教授
森 加苗愛
　この度ご縁があり成人・
老年看護学研究室に着任
いたしました。私はこれま
で、主に慢性疾患をもつ

人への看護実践と研究に携わってきました。特
に糖尿病一次予防活動や慢性疾患をもつ人のよ
り豊かな生を支える研究活動に今後も力を注い
でいきたいと思っています。
　また、医療職者を目指す学生と、大分県の皆
様に少しでもお役に立てるよう努力したいと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

地域看護学研究室
准教授
川崎 涼子
　夢だった修士課程での
保健師教育に従事するこ
とができ、充実した毎日を
過ごしています。挑戦と新

しい出会いの連続に何もかもが新鮮です。学部
から入学した修士課程の院生も多いので、大学
の歴史など教えてもらっています。地域看護学
実習や総合実習で学部の4年生に会えるのも楽
しみです。大分の美しい風景と美味しい食べ物
を満喫しながら院生、学生のみなさんと一緒に
学び研究していきたいと思います。

成人・老年看護学研究室
助教
堀　裕子
　2年ぶりに成人・老年看
護学研究室に戻ってきまし
た。今回から、周手術期
看護を担当することにな

り、18年間外科病棟で実践したことが活かされ
ればと考えています。
　私の研究テーマは、放射線看護です。放射
線科病棟にも勤務していた経験がありますが、
大学院では、原発周辺の住民に対しての放射線
知識やリスク認知について調査しました。今後
も福島には「よろず相談」で、足を運んでいき
たいと思います。よろしくお願い致します。

環境保健学研究室
助手
恵谷 玲央
　4月から人間科学講座・
環境保健学研究室に着任
いたしました。診療放射線
技師免許を取得し、これま

で主に放射線の健康影響について研究活動に
取り組んできました。教育現場での経験はなく、
看護教育に携わるという責任感を日々痛感して
おります。
　本大学における看護教育研究の発展に尽力
するとともに、自身も成長する機会を多く得られ
ることを非常に楽しみにしております。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

看護アセスメント学研究室
助教
山田 貴子
　昨年の9月から看護アセ
スメント学研究室に着任い
たしました山田貴子と申し
ます。4年前に本学大学

院（博士前期課程）を修了し、ご縁あって大分
へ戻ってまいりました。
　学生の皆さんとの出会い、多くの方々との出
会いを大切に、教員として学生の皆さんや地域
の皆様に貢献できるよう精進して参りたいと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

事務局 総務グループ
リーダー
石倉　順
　県庁国際政策課から参
りました。前職では、海外
からの来賓対応をはじめ、
新規事業の立案・実施、

大きなイベントの開催など、忙しい毎日でした。
　看護科学大学もうわさに違わず忙しい職場
で、相当気合いを入れる必要がありそうです。
　事務局総務のとりまとめとして、職員の皆さ
んの体調管理に気を配り、健康で働きやすい職
場づくりを目指してがんばりますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

事務局 教務学生グループ
副主幹
矢野 昌哉
　４月１日付けで教務学生
グループに着任しました。
学校の事務は初めてで、
毎日戸惑っています。

　大学の前は、久住方面の行き帰りに何度か車
で通ったことがあるのですが、実際に中には
いってみると、結構広いんだなあと感じました。
グラウンドまであるとは知りませんでした。
　教職員そして学生の皆様、今後ともよろしく
お願いいたします。

事務局 総務グループ
主査
髙橋 めぐみ
　4月から事務局総務グ
ループに着任いたしまし
た。教育研究審議会に関
することや、研究倫理・

安全委員会の事務等を担当しています。
　これまでは、大分県福祉保健部監査指導室
で、老人福祉施設や介護保険事業所の指導監
査を担当していました。現在、慣れない事務仕
事に、毎日必死に取り組んでいます！
　趣味はソーイングで、浴衣も縫えます。ここ
数年は、毎年娘の浴衣を新調しています。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

事務局 理事 兼 事務局長
飯田 隆次
　４月に大分県福祉保健
部こども子育て支援課長
から事務局長に着任しまし
た。事務局は総務グルー
プ、教務学生グループ及

び図書館管理グループで構成され、授業や試
験などの教育に関する事務をはじめ、学生生活
の支援、図書の選定や貸出、さらには施設の管
理・利用許可等の多岐に亘る業務に携わってい
ます。
　これからも、学生の学びや教員の教育・研究
効果が最大限となるよう支えていきたいと思い
ます。どうぞ、宜しくお願いします。

　大変お世話になりました。新任地でのご活躍を
祈念いたします。

退職教員のご紹介 メッセージご紹介

　本年度の公開講座のテーマは、「自殺予防対策と看護職の
役割」。みなさんのご参加をお待ちしています。

公開講座

日　時 平成28年９月17日（土）
13：00～17：00

場　所 ホルトホール大分 302・303会議室
（大分市金池南１-５-１）

資料代 500円（但し、学生は無料）

開 会
講演１

講演２

講演３

討 論
閉 会

13：00
13：15

14：00

15：00

16：00
16：45

プ
ロ
グ
ラ
ム

申込み・お問い合わせは下記まで
TEL 097-586-4300  e-mail：kokai@oita-nhs.ac.jp

　今回のテーマは「認知症の人と紡ぐ看護実践～今、私達
に求められる看護のチカラ～」です。

第18回看護国際フォーラム

日　時 平成28年10月29日（土）
12：30～17：00

場　所 別府ビーコンプラザ 国際会議場
（別府市山の手町12-１）

参加費 一般2,000円、学生500円（資料代等）

講
　演

「認知症とともに、よりよく生きる」
吉田 美穂　水谷 佳子
（NPO法人認知症当事者の会）

「日本と大分の認知症施策の方向性と看護職への期待」
吉田 知可（大分県福祉保健部高齢者福祉課）

「的確にアセスメントし、せん妄を予防する」
小川 朝生（国立がん研究センター 東病院）

「重度認知症患者が快適に過ごすための看護の在り方」
キャロル・O・ロング（米国における高齢者看護ケアの専門家）

「自殺対策で期待される看護職の役割」
影山 隆之 教授

「地域の医療機関の救急看護師が行う看護」
杉本 圭以子 講師

「住民と共に目指す『自殺のない住みよいまち』」
甲斐 弘美（豊後大野市役所 市民生活課 健康推進室）

◆同時通訳用レシーバー1,000円別途　◆応募方法等の詳細は本学ホームページを
ご覧ください。　◆募集 e-mail：forum2016@oita-nhs.ac.jp

退職年月日：平成28年3月31日
職　名

特任教授

特任教授

准 教 授

特任講師

助　　教

助　　教

氏　　名

佐藤　玉枝

大下　敏子

矢野　美紀

松本　初美

石岡　洋子

石川　純也

在職期間

３年

１年

１年

７年

８年

３年
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■ 卒業証書・学位記授与式

　３月18日（金）、平成27年度卒業証書・
学位記授与式を開催しました。学部卒
業生78名、大学院修士課程修了生16
名、博士課程修了生４名全員に村嶋学
長から一人一人、卒業証書および学位
記が手渡されました。今年は、博士課
程修了生が10名を超える記念すべき年
となりました。卒業生、修了生の皆様、
心よりお祝い申し上げます。おめでと
うございます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 入学式

　４月７日（木）に、入学式が執り行わ
れました。学部生86名、大学院博士前
期（修士）課程31名と後期（博士）課程６

名が入学しました。
　新入生の名前が村嶋学長より一人
ずつ読み上げられ、入学が許可されま
した。入学生の皆さん、そしてご家族
の皆様、ご入学おめでとうございます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 予防的家庭訪問実習
　 オリエンテーション

　平成28年４月13日（水）に予防的家庭
訪問実習オリエンテーションを開催し
ました。学生331名、教職員74名が参
加し、実習についての目的や意義、内
容について説明を行い、２～４年次生
が昨年度の学びを発表しました。
　また、大分郡市医師会（岩波内科ク
リニック院長）の岩波栄逸様、大分市
市民部野津原支所長の渡邉信司様をお
招きし、地域の活性化、行政と大学の
連携、これからの医療の在り方をキー
ワードに学生へ向けて講話をしていた
だきました。午後からはグループワー
クを行い、１～４年次生までが一緒の
各チームで今後の実習の進め方を検討
しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 若葉祭

　５月14日、15日に第18回若葉祭（大
学祭）が「青春（アオハル）」をテーマに
開催されました。たくさんの地域の
方々が訪れてくださり、大盛況でした。
ご支援、ご協力いただきました関係各
位に心よりお礼を申し上げます。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■ 臨床教授制を始めました
　本学では、臨床教育指導体制等の充
実を図ることを目的に、平成28年度か
ら臨床教育に協力する医療機関等の指
導者に対して「臨床教授」の称号を付与
する制度を創設しました。今年度は24
施設、55名の方に感謝の想いも込めな
がら臨床教授証をお届けしました。臨
床教授の皆さまには本学の臨床実習指
導等に、引き続きご協力をお願いいた
します。また、本学の臨床実習にご協
力いただいております、全ての医療機
関の皆様に感謝申し上げます。今後と
もどうぞよろしくお願い申し上げます。



　大分県 総務部理事（平成28年3月末まで本学理事 兼
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　在任中は、村嶋学長はじめ教職員の皆様に大変お世
話になりました。特定行為研修制度の創設など、看護界
を取り巻く環境が大きく変動し、看護師の役割が拡大す
るとともに、その重要性が増している中で、ＮＰ学会の設
立と第１回学術集会の本学での開催、ＣＯＣ事業の推
進、養教一種養成課程の開始など、看護教育の最先端

を走る本学の最も大切な時期に、熱意に溢れた皆さんと一緒に仕事が出来
たことは、とても有意義で充実したものでした。また、スキルアップ演習で
の模擬患者役なども楽しい思い出です。本学で過ごした幸せな時間は私の
宝物になっています。本当にありがとうございました。今後も大学がさらに
充実・発展していくことをお祈りしています。

T O P I C S ［トピックス］新任教職員のご紹介
成人・老年看護学研究室
准教授
森 加苗愛
　この度ご縁があり成人・
老年看護学研究室に着任
いたしました。私はこれま
で、主に慢性疾患をもつ

人への看護実践と研究に携わってきました。特
に糖尿病一次予防活動や慢性疾患をもつ人のよ
り豊かな生を支える研究活動に今後も力を注い
でいきたいと思っています。
　また、医療職者を目指す学生と、大分県の皆
様に少しでもお役に立てるよう努力したいと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

地域看護学研究室
准教授
川崎 涼子
　夢だった修士課程での
保健師教育に従事するこ
とができ、充実した毎日を
過ごしています。挑戦と新

しい出会いの連続に何もかもが新鮮です。学部
から入学した修士課程の院生も多いので、大学
の歴史など教えてもらっています。地域看護学
実習や総合実習で学部の4年生に会えるのも楽
しみです。大分の美しい風景と美味しい食べ物
を満喫しながら院生、学生のみなさんと一緒に
学び研究していきたいと思います。

成人・老年看護学研究室
助教
堀　裕子
　2年ぶりに成人・老年看
護学研究室に戻ってきまし
た。今回から、周手術期
看護を担当することにな

り、18年間外科病棟で実践したことが活かされ
ればと考えています。
　私の研究テーマは、放射線看護です。放射
線科病棟にも勤務していた経験がありますが、
大学院では、原発周辺の住民に対しての放射線
知識やリスク認知について調査しました。今後
も福島には「よろず相談」で、足を運んでいき
たいと思います。よろしくお願い致します。

環境保健学研究室
助手
恵谷 玲央
　4月から人間科学講座・
環境保健学研究室に着任
いたしました。診療放射線
技師免許を取得し、これま

で主に放射線の健康影響について研究活動に
取り組んできました。教育現場での経験はなく、
看護教育に携わるという責任感を日々痛感して
おります。
　本大学における看護教育研究の発展に尽力
するとともに、自身も成長する機会を多く得られ
ることを非常に楽しみにしております。どうぞよ
ろしくお願いいたします。

看護アセスメント学研究室
助教
山田 貴子
　昨年の9月から看護アセ
スメント学研究室に着任い
たしました山田貴子と申し
ます。4年前に本学大学

院（博士前期課程）を修了し、ご縁あって大分
へ戻ってまいりました。
　学生の皆さんとの出会い、多くの方々との出
会いを大切に、教員として学生の皆さんや地域
の皆様に貢献できるよう精進して参りたいと思
います。どうぞよろしくお願いいたします。

事務局 総務グループ
リーダー
石倉　順
　県庁国際政策課から参
りました。前職では、海外
からの来賓対応をはじめ、
新規事業の立案・実施、

大きなイベントの開催など、忙しい毎日でした。
　看護科学大学もうわさに違わず忙しい職場
で、相当気合いを入れる必要がありそうです。
　事務局総務のとりまとめとして、職員の皆さ
んの体調管理に気を配り、健康で働きやすい職
場づくりを目指してがんばりますので、どうぞよ
ろしくお願いします。

事務局 教務学生グループ
副主幹
矢野 昌哉
　４月１日付けで教務学生
グループに着任しました。
学校の事務は初めてで、
毎日戸惑っています。

　大学の前は、久住方面の行き帰りに何度か車
で通ったことがあるのですが、実際に中には
いってみると、結構広いんだなあと感じました。
グラウンドまであるとは知りませんでした。
　教職員そして学生の皆様、今後ともよろしく
お願いいたします。

事務局 総務グループ
主査
髙橋 めぐみ
　4月から事務局総務グ
ループに着任いたしまし
た。教育研究審議会に関
することや、研究倫理・

安全委員会の事務等を担当しています。
　これまでは、大分県福祉保健部監査指導室
で、老人福祉施設や介護保険事業所の指導監
査を担当していました。現在、慣れない事務仕
事に、毎日必死に取り組んでいます！
　趣味はソーイングで、浴衣も縫えます。ここ
数年は、毎年娘の浴衣を新調しています。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

事務局 理事 兼 事務局長
飯田 隆次
　４月に大分県福祉保健
部こども子育て支援課長
から事務局長に着任しまし
た。事務局は総務グルー
プ、教務学生グループ及

び図書館管理グループで構成され、授業や試
験などの教育に関する事務をはじめ、学生生活
の支援、図書の選定や貸出、さらには施設の管
理・利用許可等の多岐に亘る業務に携わってい
ます。
　これからも、学生の学びや教員の教育・研究
効果が最大限となるよう支えていきたいと思い
ます。どうぞ、宜しくお願いします。

　大変お世話になりました。新任地でのご活躍を
祈念いたします。

退職教員のご紹介 メッセージご紹介

　本年度の公開講座のテーマは、「自殺予防対策と看護職の
役割」。みなさんのご参加をお待ちしています。

公開講座

日　時 平成28年９月17日（土）
13：00～17：00

場　所 ホルトホール大分 302・303会議室
（大分市金池南１-５-１）

資料代 500円（但し、学生は無料）

開 会
講演１

講演２

講演３

討 論
閉 会

13：00
13：15

14：00

15：00

16：00
16：45

プ
ロ
グ
ラ
ム

申込み・お問い合わせは下記まで
TEL 097-586-4300  e-mail：kokai@oita-nhs.ac.jp

　今回のテーマは「認知症の人と紡ぐ看護実践～今、私達
に求められる看護のチカラ～」です。

第18回看護国際フォーラム

日　時 平成28年10月29日（土）
12：30～17：00

場　所 別府ビーコンプラザ 国際会議場
（別府市山の手町12-１）

参加費 一般2,000円、学生500円（資料代等）

講
　演

「認知症とともに、よりよく生きる」
吉田 美穂　水谷 佳子
（NPO法人認知症当事者の会）

「日本と大分の認知症施策の方向性と看護職への期待」
吉田 知可（大分県福祉保健部高齢者福祉課）

「的確にアセスメントし、せん妄を予防する」
小川 朝生（国立がん研究センター 東病院）

「重度認知症患者が快適に過ごすための看護の在り方」
キャロル・O・ロング（米国における高齢者看護ケアの専門家）

「自殺対策で期待される看護職の役割」
影山 隆之 教授

「地域の医療機関の救急看護師が行う看護」
杉本 圭以子 講師

「住民と共に目指す『自殺のない住みよいまち』」
甲斐 弘美（豊後大野市役所 市民生活課 健康推進室）

◆同時通訳用レシーバー1,000円別途　◆応募方法等の詳細は本学ホームページを
ご覧ください。　◆募集 e-mail：forum2016@oita-nhs.ac.jp

退職年月日：平成28年3月31日
職　名

特任教授

特任教授

准 教 授

特任講師

助　　教

助　　教

氏　　名

佐藤　玉枝

大下　敏子

矢野　美紀

松本　初美

石岡　洋子

石川　純也

在職期間

３年

１年

１年

７年

８年

３年
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「基礎看護学実習」
　今回の実習は初めて受け持ち患者さんを持たせていただき、たくさん
のことを学ぶ実習になった。まず学んだのはコミュニケーションの大切さ
である。患者さんの情報を収集する時に、ただ話を続けることができるの
がコミュニケーション能力ではなく、その時の患者さんの様子や状態にあ
わせた、適切な会話の内容や時間を選択し、必要な情報を速やかに聴取
できる力が必要だと感じた。
　また、患者さんのことを知りたいときには、本人から話を聞くことももち
ろん大事だが、家族や身の回りの人たちに話を聞いてこそ分かることが、
たくさんあると感じた。私は奥さんに過去の話を聞き、違和感のあった受
け持ち患者さんの発言や心境を知ることができた。
　さらに患者さんの回復・離床に向けての援助をし
ていくためには、得た情報をもとに、その人にあった
援助を選択し実施することが重要であることを学ん
だ。そのために２年生では、疾患や治療などについ
ての知識を深めると共に、アセスメント技術をしっか
りと身につけていきたい。

２年次生　後藤 壮登

「老年看護学実習」
　私の今回の実習先である介護老人福祉施設は、重度の障害や認
知症のため、自宅で介護を受けることが困難な方が入所されてお
り、多くの方が最期を迎えられることとなる場所です。入所されてい
る方々の性格や生活歴などもまったく異なるため、施設ではその人
にとっての自立や、そのために必要な自立支援について考え、“その
人らしさ”を大切にした個別ケアが行われていました。
　また、常勤の医師がいない施設では、看護師が自身の五感や介護
職などほかの職種から情報を収集し、その情報からアセスメントを行
い、必要な観察やケアを判断しなければならず、より一層の責任が
伴う質の高い看護が求められていると感じました。
　基礎的な知識や技術、アセスメント能力を身
につけることも大切ですが、医療や福祉にまつ
わる社会情勢にも目を向け、これからの時代に
求められる看護師について考えながら、日々、
学習を深める重要性を改めて実感し、短い期
間でしたが、学びの多い実習となりました。

3年次生　岡村 里菜

看護学実習を終えて
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私
は
、
国
際
協
力
を
目
標
に
看
護
師

の
職
業
を
選
択
し
、
日
本
で
約
７
年
の

臨
床
経
験
を
積
み
、
青
年
海
外
協
力
隊

員
と
し
て
２
年
間
、
中
米
の
ニ
カ
ラ
グ
ア

で
活
動
し
ま
し
た
。
帰
国
後
１
９
９
８

年
に
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
に
社

会
人
入
学
、
２
０
０
２
年
大
分
県
立
看

護
科
学
大
学
に
修
士
課
程
の
１
期
生
と

し
て
進
学
し
、
修
了
後
は
博
士
課
程
の

１
期
生
と
し
て
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し
た
。

博
士
課
程
進
学
後
、
第
二
子
を
出
産

し
、
国
際
看
護
学
研
究
室
で
助
手
と
し

て
勤
務
し
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
大
学
へ
の

交
換
留
学
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
へ
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
派
遣
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
同
行
な

ど
、
在
籍
中
に
は
多
く
の
事
を
学
び
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
、
ア
ル
メ
イ
ダ
病
院

に
教
育
担
当
師
長
と
し
て
就
職
し
、

継
続
教
育
の
基
礎
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。
２
０
０
８
年
に
副
看
護
部

長
、
２
０
０
９
年
に
看
護
部
長
に
な
り

４
５
０
名
の
看
護
職
員
を
取
り
ま
と
め

る
立
場
と
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
、

副
院
長
の
昇
格
の
際
、
ア
ル
メ
イ
ダ
病

院
の
看
護
職
の
代
表
と
し
て
感
激
し
た

と
同
時
に
、
看
護
職
員
で
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
１
０
年

か
ら
は
大
分
県
看
護
協
会
で
大
分
地
区

理
事
の
役
割
を
６
年
間
務
め
、
大
分
県

や
日
本
全
体
の
看
護
に
つ
い
て
考
え
討

議
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
学
院
時
代
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
ど

の
様
な
困
難
に
遭
遇
し
よ
う
と
も「
く
じ

け
な
い
精
神
」
を
持
ち
、
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ

ｖ
ｅ
な
発
想
と
行
動
が
で
き
る
こ
と
の

重
要
性
で
す
。
し
か
し
、
ア
ル
メ
イ
ダ

病
院
に
就
職
後
、
く
じ
け
そ
う
に
な
っ

た
時
、
困
難
に
感
じ
た
時
、
何
度
も
大

学
の
研
究
室
に
行
き
、
先
生
方
と
話
し

ま
し
た
。
先
生
方
と
話
す
時
間
を
持
つ

こ
と
で
、
気
持
ち
が
整
理
さ
れ
、
多
く

の
示
唆
を
得
ま
し
た
。
先
生
方
に
は
心

よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
は
、
私

自
身
が
誰
か
の
お
役
に
立
て
る
様
、
精

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
26
年
３
月
に
本
学
を
卒

業
し
、
同
年
４
月
に
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
湯
布
院

病
院
に
看
護
師
と
し
て
就
職
し
ま
し
た
。

１
年
目
は
、
主
に
急
性
期
を
脱
し
た

脳
血
管
疾
患
患
者
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行

う
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

重
度
な
身
体
障
害
や
高
次
脳
機
能
障
害

を
抱
え
た
患
者
が
入
院
し
て
お
り
、
最

長
で
６
か
月
の
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
急
性
期
を
脱
し
て
い
る
た
め
、

医
療
的
な
処
置
を
行
う
場
面
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
生
活
援
助
や
家
族
へ
の

指
導
、
失
語
患
者
へ
の
関
わ
り
な
ど
、

患
者
の
生
活
を
支
え
る
看
護
師
の
役
割

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
目
か
ら
は
新
設
し
た
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
入
院

患
者
の
ほ
と
ん
ど
が
湯
布
院
町
近
郊
で

在
宅
生
活
を
送
っ
て
い
る
方
で
あ
り
、

急
性
期
疾
患
の
入
院
加
療
や
、
手
術
・

治
療
に
伴
う
廃
用
や
加
齢
に
伴
う
筋
力

低
下
に
対
し
て
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
様
々

な
疾
患
・
目
的
を
抱
え
て
い
ま
す
。
幅

広
い
疾
患
に
対
し
て
の
知
識
を
身
に
着

け
る
必
要
が
あ
り
、
学
び
続
け
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

在
宅
復
帰
に
至
る
ま
で
に
は
身
体
的

な
問
題
や
介
護
者
の
思
い
や
心
身
の
ト

ラ
ブ
ル
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
り
、
患
者
の
問
題
を

見
極
め
て
、
個
別
性
に
沿
っ
た
看
護
を

展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
は
看
護
過
程
の
展
開
が
苦
手
で
し

た
が
、
一
人
だ
け
で
抱
え
込
む
だ
け
で

な
く
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
通
し
て
、

先
輩
か
ら
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が
ら
看
護
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
退
院
後
の
生
活
を
想
定
し
て
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
他
職
種
と
の
調
整
役
と
し
て
の
役
割

も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
職
種

と
の
調
整
の
困
難
さ
や
チ
ー
ム
医
療
の

重
要
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
院
は
４
月
の
熊
本
地
震
で
被
災
し
、

病
院
・
地
域
生
活
者
と
も
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
す
が
病
院
一
丸
と
な
っ
て
入

院
患
者
・
地
域
生
活
者
を
支
え
る
た
め

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

私
は
ま
だ
看
護
師
と
し
て
は
未
熟
で

す
が
、
学
び
続
け
て
い
く
こ
と
を
忘
れ

ず
に
正
確
な
知
識
・
技
術
を
身
に
着
け

て
患
者
に
信
頼
さ
れ
る
看
護
師
に
な
れ

る
よ
う
に
成
長
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

アルメイダ病院 副院長兼看護部長

甲斐　仁美さん
（大学院博士課程（後期）修了）

JCHO湯布院病院 看護師

元永　諒さん（13期生）
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近
年
、
日
本
人
の
寿
命
が
延
び
て
い

る
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
日
本
の
65
歳
以

上
人
口
構
成
比
は
30
％
に
近
づ
き
、
超

高
齢
化
社
会
を
む
か
え
て
い
ま
す
。
こ

の
高
齢
化
に
よ
る
医
療
費
の
増
加
が
、

日
本
国
の
負
債
を
増
や
し
続
け
て
い
る

大
き
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
高
齢
化
の
寝

た
き
り
は
、
介
護
の
立
場
か
ら
も
大
き

な
社
会
問
題
で
す
。
そ
の
高
齢
者
の
寝

た
き
り
の
原
因
の
一
つ
に
骨
折
及
び
骨

折
治
癒
の
遅
れ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
高
齢
者
の
骨
折
治
癒
の
遅
れ
は
、

高
齢
者
の
様
々
な
基
礎
疾
患（
動
脈
硬
化

や
糖
尿
病
な
ど
）
に
起
因
す
る
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
骨
芽
細
胞
に
お
い
て
動
脈
硬

化
が
原
因
の
低
栄
養
状
態（
飢
餓
）
や
低

酸
素
な
ど
の
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
骨
形

成
に
重
要
な
I
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
や
オ
ス

テ
オ
カ
ル
シ
ン
な
ど
の
分
泌
タ
ン
パ
ク

質
が
分
解
さ
れ
る
こ
と
を
見
出
し
ま
し

た
。
本
研
究
は
、
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
誘

導
さ
れ
る
新
規
の
分
解
機
構
が
ど
の
よ

う
に
骨
芽
細
胞
に
お
け
る
骨
の
再
構
築

へ
関
与
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
、

骨
折
の
治
癒
過
程
に
対
す
る
治
療
的
応

用
へ
と
展
開
す
る
た
め
の
研
究
基
盤
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。

骨
芽
細
胞
に
よ
る
I
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン

（
骨
基
質
を
構
成
す
る
）
や
オ
ス
テ
オ
カ

ル
シ
ン（Ca

2+

の
沈
着
に
重
要
）
な
ど
の

分
泌
は
、
骨
形
成
に
必
須
の
プ
ロ
セ
ス

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
虚
血
な
ど
の

ス
ト
レ
ス
に
よ
る
骨
形
成
の
抑
制
機
構

に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。
私
は
、
動
脈
硬
化
な
ど
に

ま
つ
わ
り
て　

う
る
さ
き
ハ
エ
の　

去
り
し
あ
と　

し
ば
し　

こ
こ
ろ
は　

ゆ
え
な
く　

さ
び
し
。

こ
れ
は
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症（
以
下

Ａ
Ｌ
Ｓ
）
患
者
さ
ん
の
歌
で
す
。
手
、
足

が
動
か
な
く
な
っ
た
最
重
度
の
患
者
さ

ん
が
渾
身
の
思
い
で
書
か
れ
た
こ
の
詩

か
ら
、
患
者
さ
ん
の
状
況
と
心
情
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
身
体
の
自
由
が
き
か

な
く
な
っ
て
も
、
知
性
や
感
性
は
非
常

に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
こ
そ
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
よ
り
過
酷
な
疾
患

と
言
え
ま
す
。
そ
う
い
う
難
病
で
あ
る

Ａ
Ｌ
Ｓ
に
対
し
て
、
私
は
患
者
さ
ん
の

睡
眠
に
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
た
。

四
肢
可
動
が
減
少
し
て
、
寝
た
き
り

状
態
に
な
る
と
、
疾
患
の
予
後
に
関
連

し
た
不
安
や
抑
う
つ
、
夜
間
睡
眠
時
の

痰
の
吸
引
や
体
位
変
換
な
ど
に
よ
る
睡

眠
中
断
で
、
不
眠
が
生
じ
や
す
い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
事
前
調
査
で
確
認
し
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん

の
睡
眠
を
的
確
に
把
握
す
る
に
は
、
睡

眠
状
態
を
客
観
的
に
捉
え
る
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。
睡
眠
研
究
で
は
、
睡

眠
ポ
リ
グ
ラ
フ
検
査
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
装
置
は
大
が
か
り
で
、

脳
波
判
読
に
は
熟
練
し
た
知
識
と
技
術

が
必
要
で
、
簡
便
に
実
施
す
る
こ
と
は

困
難
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
睡
眠
と
麻
酔
と
は
脳
波

に
お
い
て
は
共
通
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

存
在
す
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、

今
回
の
研
究
で
は
、
睡
眠
ポ
リ
グ
ラ
フ

検
査
の
代
替
と
し
て
、
脳
波
を
ベ
ー
ス

に
し
た
麻
酔
の
深
度
を
測
定
す
る
催
眠

レ
ベ
ル
測
定
指
標（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）を
用
い
て
、

睡
眠
の
状
況
と
客
観
的
指
標
と
し
て
の

よ
る
虚
血
ス
ト
レ
ス
に
よ
り
、
骨
芽
細

胞
に
お
い
て
、
オ
ス
テ
オ
カ
ル
シ
ン
や

I
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
な
ど
の
分
泌
タ
ン
パ

ク
質
の
分
解
が
小
胞
体
膜
プ
ロ
テ
ア
ー

ゼ
で
あ
る
セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
で
制
御
さ
れ

る
新
規
分
泌
調
節
機
構
を
見
出
し
、
こ

の
機
構
に
よ
り
骨
形
成
が
妨
げ
ら
れ
て

い
る
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
骨
形
成
に
関
す
る
培
養
細
胞

の
実
験
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
マ
ウ
ス
の

骨
芽
細
胞
由
来
の
Ｍ
Ｃ
３
Ｔ
３
－
Ｅ
１
細

胞
が
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
培
養

の
条
件
に
よ
り
、
骨
細
胞
へ
の
分
化
が

不
安
定
で
あ
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
我
々
は
、
こ
の
不
安
定
性

を
克
服
す
る
た
め
に
、
マ
ウ
ス
頭
蓋
骨

の
骨
芽
細
胞
か
ら
、
Ｍ
Ｎ
16
細
胞
を
樹

立
し
、
骨
細
胞
へ
安
定
的
に
分
化
す
る

系
を
確
立
し
ま
し
た
。
新
規
に
樹
立
・

作
成
し
た
Ｍ
Ｎ
６
細
胞
と
新
規
分
解
機

構
を
制
御
す
る
セ
ク
レ
タ
ー
ゼ
の
ノ
ッ

ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
を
駆
使
し
て
骨
芽
細

胞
の
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
分
野（
小

胞
体
内
分
泌
タ
ン
パ
ク
分
解
機
構
）
の
研

究
を
行
い
、
骨
形
成
過
程
の
解
明
の
み

な
ら
ず
、
骨
粗
鬆
症
や
骨
折
の
治
療
薬

を
開
発
す
る
た
め
の
基
盤
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

有
用
性
を
検
証
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

①
体
位
変
換
や
喀
痰
吸
引
等
が
行
わ
れ

る
度
に
、
睡
眠
中
断
が
生
じ
、
そ
の
後

の
再
入
眠
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
Ｂ
Ｉ

Ｓ
値
で
確
認
で
き
ま
し
た
。
②
特
に
疾

患
が
進
行
し
、
無
言
、
無
動
の
Ｔ
Ｌ
Ｓ

（totally locked-in state

完
全
な
閉
じ

込
め
状
態
）
に
陥
っ
た
場
合
や
脳
萎
縮
の

あ
る
患
者
さ
ん
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｓ
平
均
値
が

低
く
、
③
疾
患
の
重
症
度
に
よ
り
睡
眠

持
続
時
間
は
長
く
な
る
傾
向
を
示
し
ま

し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｉ
Ｓ
値
は
Ａ

Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
の
睡
眠
深
度
評
価
指
標

と
し
て
有
効
で
、
睡
眠
を
障
害
す
る
こ

と
な
く
、
睡
眠
状
態
の
把
握
を
簡
便
に

行
え
る
こ
と
で
、
有
用
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
に
疾
患
が

進
行
し
、
無
言
、
無
動
の
状
態
と
な
り
、

重
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
に

陥
っ
た
場
合
な
ど
に
も
睡
眠
を
障
害
す

る
こ
と
な
く
、
必
要
な
支
援
を
実
施
す

る
た
め
の
睡
眠
状
態
の
把
握
に
Ｂ
Ｉ
Ｓ

の
活
用
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
さ
ん
の
み
な
ら

ず
、
意
識
障
害
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
も

Ｂ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
た
睡
眠
支
援
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
規
分
泌
機
構
の
高
齢
者
骨
折
治
癒
過
程
へ
の
関
与

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
患
者
さ
ん
の
眠
り
の
研
究

基礎看護学研究室 准教授

伊東　朋子

生体科学研究室 教授

濱中　良志
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当選者の発表は、発送をもってかえさせていただきます。

大
学
院
修
士
課
程
Ｎ
Ｐ
コ
ー
ス
の
前
進

大
学
の
今

ト
ピ
ッ
ク
ス

退
任
・
新
任
教
職
員
の
紹
介

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
究
紹
介

【締め切り】 8月末 当日消印有効

看護ひとくち
メ
モ

　これから暑い夏を迎えます。暑いからといって冷たいものの
食べすぎ・飲みすぎは夏バテの原因となるのでご注意！
　では、なぜ冷たいものが夏バテを引き起こすのでしょうか？

冷たいものの飲みすぎは胃を弱らせる！
冷たいもので胃の温度が下がり、胃が食べたものを細かく分解
して栄養に変える「消化」を助ける胃液が水分で薄まります。また
糖分は消化するための胃の動き「ぜん動」を弱めてしまいます。
消化する機能が弱くなると…
•食欲がなくなる　　•お腹が張って気分不良となる
•下痢しやすくなる
※この状態が続くと…
•強い疲労感でめまいなどを起こす
•ウイルスなどへの抵抗力が弱まり、風邪などを引きやすくなる

上手く組み合わせて夏を乗り切ろう！
•水分
水分補給は大切ですが、冷たいものを一気にとることはなる
べくやめて、少しずつ飲みましょう。

•冷房
我慢して暑い部屋にいると熱中症になります。冷房の設定
温度と外の温度差は５℃以内にしましょう。

•日差しをさえぎる
窓からの日差しはカーテンなどを利用し、暑さを軽減させましょ
う。窓の外に設置する「緑のカーテン」や「すだれ」はさらに効
果的です。

•涼しい服装をする
汗を吸って乾きやすい綿や麻などの素材を選び、風通しの
良い服装を工夫しましょう。
•頭だけ冷やす
冷たいおしぼりなどで顔や首筋を冷やすと涼しさも得られ効
果的です。

7月

8月
9 月

10 月

11 月

12 月

11日㈪～15日㈮
17日㈰
21日㈭
21日㈭～8月5日㈮

27日㈯

2日㈮～11月25日㈮

5日㈪
30日㈮

3日㈪
29日㈯

19日㈯

7日㈬～8日㈭
9日㈮～22日㈭

24日㈯

初期体験実習（１年次生）
オープンキャンパス
夏期休業開始
小児看護（保育所）実習
（３年次生）

大学院入学試験

成人急性期、成人・老年慢性
期、小児、母性、精神看護学実
習（３年次生）
夏期休業終了
前期授業終了

後期授業開始
看護国際フォーラム

特別選抜試験（推薦・社会人）

卒業研究発表会
看護アセスメント学実習
（２年次生）
冬期休業開始

Schedule［スケジュール］

注）スケジュールは、変更になる場合があります。

大学公式フェイスブックにアクセス！
　本学からの情報発信と利用者間の交流を目的と
した本学の公式フェイスブックにアクセスしてくだ
さい。
　日々のちょっとしたエピソードも掲載中！

　http://www.facebook.com/OitaNHS/

　ご寄附は、学生の修学など大学の運営のため、
大切に活用させていただきます。

日野 勝俊 様

ご寄附ありがとうございました


